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反措定の人・野口忠先生
吉　田　悦　志
　彗星のごとく光芒を放ちながら，すっと逝かれた野口先生。放たれた光は
未だ私どもの脳裡に鮮明な，そして具体的な存在感をともなって今なお消え
ずにあります。
　昨年の立秋から処暑の間のある日，冥界に去られて一年を過ぎましたが，
やはり放つ光は衰えるどころか，私の中でより強くあざやかに輝きを増して
いるのです。人死していつとはなく忘れ去られていくタイプと，死してなお
忘れ得ぬ人であり，存在感が増幅していくタイプがあるとすれば，先生はま
こうかたなく後者の典型的人物でしょう。
　常日頃それほど親交したわけではないのです。一般教育主任の職務につか
れてから，部科長会でご一緒した期間が，もっとも先生の馨咳に接すること
のできた貴重な，わずかな限られた時だったのです。職責から私のところに
電話をかけてこられ，「吉田さん，今度学生部委員引き受けてくれませんか」
と単刀直入に乞われた折，「はい，わかりました」とお答え申し上げました。
直後「助かった。じゃあ」とおっしゃって受話器を無雑作に置かれた。通例
なら「ありがとう」という意味の言葉が返って来るものです。先生はただ，
心の底から「助かった」と大きな声を発せられて，「じゃあ」でお切りになっ
たのです。「ありがとう」という儀礼的なご挨拶より，「助かった」と大声で
喜びを表現された，いわゆる先生流のお礼の言葉の方が，どれほど私にはあ
りがたかったことか。「ありがとう」も「おめでとう」も「すみません」も，
誠意のない虚飾の発語であるかぎり，先生の無雑作ではあれ，誠心誠意をこ
めた「助かった」の一言の重みには及びません。ああ，これが野口先生流な
のだな，と初めてその時実感できたのです。
　教授会でも部科長会でも，「助かった」式発言は変わりませんでした。問題
に直面した瞬間に発せられる先生の言葉は，直情的ですらありました。人に
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よっては直情的よりもエキセントリックなものと，受け取られたかも知れま
せん。高音でしかも早口でしたから。ところが内実は全く違っていたと，私
はおもったのです。表面の装いはたとえエキセントリックな雰囲気を与えた
としても，内容はみごとに正鵠を射た論理性を持つ発言だったのです。先生
は正論を声高におっしゃった。常に正しいと信ずればこそ言わずにおかれな
い性格の持ち主だったのでしょう。性格は繊細で神経質でした。ささやかな
風にも鋭敏に反応しました。萩原朔太郎のく繊毛のおののき〉にも似た神経
を精神の核のところにお持ちだった。
　核のアンテナはいつも作動していて，不実な環境に，その都度反応してゆ
かれました。〈繊毛のおののき〉のごとき過敏な神経が，反応しながら，論理
性を加味して，野口先生流表現として私どもの耳朶を打ったはずです。
　痛い，と思われたのは私だけではなかったと考えるのです。不実な環境に，
先生のアンテナは過敏に反応し，善悪の判断が下され，さらに論理的整合性
を保った言葉として，私どもに投げだされるのです。それを緩やかにではな
く，即座に。しかも高音で声高に。
　痛くないわけはありません。野口先生の反措定が，いつも真摯だったから
に他なりません。
　不断に作動しつづけた先生のくおののく〉神経は，先生の精神と肉体を消
耗させずにはおかなかったのはいうまでもありません。
　天に昇られる直前の部科長会の会議の席上，顔を真青にされた先生が，独
言のように，「臭いな，臭いませんか，臭いませんか」と眩かれ，すぐに「い
や，なんでもありません」とおっしゃったことは，その席にいた者は皆記憶
されていると，おもいます。青ざめた顔をされていたのに，扇子をしきりに
使われていたのも同時に思い出されます。
　議題とは全く無関係に，「臭いな」と眩かれたのです。
　今，先生の追悼文を認めながら，あの時のあの眩きは，何を意味していた
のだろう，と考え込んでしまうのです。会議が終わって七号館の外の路上に
出た時，私は「先生，薬はちゃんと飲んで下さい」と申し上げました。以前
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先生と立ち話をしました。先生と私はおおむね同質の持病を患っていること
を知らされました。そのこともあって「薬」の件をもちだしたのでした。
　それから間もなく先生の他界を知らされました。薬はちゃんと飲まれたの
ですか。病院には行かれたのですか。
　それにしてもあの眩き「臭いな」は気になるのです。もしかすると，先生
の鋭い神経が臭覚と重なって，〈死〉を予感された言葉だったのではと，今と
なっては悔いとともに想い起こされるのです。
　《おののく》鋭い神経を，不断に働かされて，みごとな反措定を投げかけ
られた野口先生。あの世ぞはアンテナを下してください。
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